
　
内
閣
府
と
宮
城
県
、
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
防
災
産
業
展
　
ｉ
ｎ
　

仙
台
」
が

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
仙
台
市
の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
か

れ
る
。
「
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
」
関
連
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
官

民
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
技
術
に
関
す
る
最
新
情
報
を
宮
城
県
か
ら
発
信
す
る
。

「
伝
え
よ
う
、
未
来
に
教
訓
と
備
え
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
か

ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ま
で
１
６
０
社
・
団
体
、
６
４
０
小
間
が
出
展
す
る
。
来
場

者
は
国
内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
を
見
込
む
。
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で
。
同

展
の
入
場
は
無
料
だ
が
登
録
が
必
要
。

官
民
一
体
で
最
新
情
報
発
信
「
国
連
防
災
世
界
会
議
」
の
関
連
事
業

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
導
入
事
例

防
災
シ
ン
ポ

防災産業展仙台伝えよう、未来に教訓と備えを日日夢メッセみやぎｉｎ
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国
連
防
災
世
界
会
議
の
開
催

で
危
機
管
理
意
識
が
よ
り
一

層
高
ま
っ
て
い
る

写
真
は

前
回
の
東
北
／
防
災
・
減
災

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

　
こ
れ
ま
で
の
日
刊
工
業
新

聞
社
単
独
主
催
の
「
東
北
／

防
災
・
減
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
フ
ェ
ア
」
に
、
内
閣
府
と

宮
城
県
が
新
た
に
主
催
者
と

し
て
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
各
省
庁
や
東
北
地
区
の

連
携
強
化
を
は
じ
め
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
最
新
の
防
災

技
術
を
発
信
す
る
「
防
災
産

業
展
　
ｉ
ｎ
　
仙
台
」
と
し

て
幕
を
開
け
る
。

　
そ
し
て
「
第
３
回
国
連
防

災
世
界
会
議
」
が

日
か
ら

５
日
間
、
仙
台
市
内
で
開
か

れ
る
。
世
界
会
議
は
国
連
総

会
で
決
議
さ
れ
た
国
連
主
催

の
会
議
。
国
連
に
加
盟
す
る

１
９
３
の
国
と
地
域
か
ら
閣

僚
級
を
含
む
防
災
の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
５
０
０
０
人
以
上
が

集
ま
り
、
世
界
規
模
の
防
災

戦
略
を
策
定
す
る
。
１
回
目

は
１
９
９
４
年
に
横
浜
市

で
、
２
回
目
は
２
０
０
５
年

に
神
戸
市
で
開
か
れ
た
。
神

戸
で
の
世
界
会
議
で
は
、
国

際
的
な
防
災
の
取
り
組
み
指

針
「
兵
庫
行
動
枠
組

Ｈ
Ｆ

Ａ

を
策
定
し
た
。
今
回
の

世
界
会
議
で
は
、

年
以
降

の
新
た
な
国
際
防
災
の
枠
組

み
を
策
定
す
る
の
が
目
的
。

同
時
に
、
わ
が
国
で
多
く
の

災
害
か
ら
得
た
教
訓
、
防
災

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
発

信
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
と
被
災
地
の
振
興
も
目

的
と
し
て
い
る
。
防
災
産
業

展
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
事

業
へ
の
参
加
を
含
め
る
と
、

全
体
で
４
万
人
以
上
の
参
加

者
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
防
災
産
業
展
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
情
報
通
信
分
野
、
地

震
な
ど
の
災
害
対
策
、
被
災

者
支
援
、
防
災
技
術
・
製
品

が
展
示
さ
れ
る
。
特
別
企
画

と
し
て
、
屋
外
展
示
エ
リ
ア

で
陸
上
自
衛
隊
と
消
防
庁
、

新
潟
市
消
防
局
、
習
志
野
市

消
防
本
部
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
時
に
実
際
に
使
用
し
た

装
備
品
や
特
殊
車
両
の
展

示
、
バ
ギ
ー
で
の
人
命
救
助

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。

　
併
催
事
業
は
会
期
中
に
３

テ
ー
マ
を
用
意
。

日

時

か
ら
の
「
地
方
創
生
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
ラ
イ
ブ
・
ド
リ
ア
ー
ド
　

ｉ
ｎ
　
防
災
産
業
展
―
」
で

は
、
復
興
か
ら
地
方
創
生
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
、
人
と

自
然
の
共
生
、
復
興
へ
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。
末
松

広
行
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
造
園
家
で
東
京
都
市
大

学
の
涌
井
雅
之
教
授
と
古
山

守
夫
東
松
島
市
副
市
長
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
三
神
万
里

子
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え

て
行
う
。

　

日

時
半
か
ら

時
ま

で
と
、

時
半
か
ら

時
ま

で
「
防
災
産
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
―
防
災
産
業
の
発
展
と
防

災
力
向
上
に
向
け
て
―
」
を

開
く
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

午
前
と
午
後
の
２
部
構
成
。

時
半
か
ら
は
近
藤
元
博
ト

ヨ
タ
自
動
車
総
合
企
画
部
長

と
松
木
茂
夫
富
士
通
東
日
本

復
興
・
新
生
支
援
室
長
、
栗

田
克
則
日
本
通
運
公
用
営
業

部
専
任
部
長
が
登
壇
し
、
非

常
時
だ
け
で
な
く
平
時
も
有

用
な
技
術
や
各
社
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

時
半
か

ら
は
粟
飯
原
勝
胤
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

執
行
役
員
シ
ス
テ
ム
企
画
部

シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
が
「
災

害
対
策
シ
ス
テ
ム

７
Ｖ
Ｉ

Ｅ
Ｗ

構
築
の
背
景
・
目
的

展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

特
別
講
演
を
行
う
。

時
半

か
ら
の
パ
ネ
ル
討
論
は
「
防

災
産
業
の
発
展
と
防
災
力
向

上
に
向
け
て
―
今
、
企
業
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
」
が
テ
ー

マ
。
防
災
産
業
の
発
展
と
防

災
力
向
上
に
向
け
て
、
日
本

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど

に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　

日

時
か
ら

時
ま
で

東
北
地
域
で
推
進
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
導
入
事
例
を
紹
介
し
、
そ

の
期
待
や
見
え
て
き
た
課

題
、
自
治
体
と
民
間
企
業
の

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
重
要
性

な
ど
を
訴
求
す
る
「
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
現
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
　
ｉ
ｎ
　
仙
台

―
東
北
の
未
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
―
」
を
開
く
。
基

調
講
演
で
は
中
田
俊
彦
東
北

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
が
「
東
北
地
域
に
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

―
地
域
熱
需
要
の
分
散
を
考

慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
―
」
に
つ
い

て
語
る
。
引
き
続
き
「
東
北

地
域
で
進
む
ス
マ
コ
ミ
事
業

化
事
例
」
と
し
て
、
気
仙
沼

に
お
け
る
地
元
主
体
の
水
産

加
工
団
地
ス
マ
ー
ト
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
、
宮
城
県
大
衡

村
の
工
業
団
地
に
お
け
る

「
Ｆ
―
グ
リ
ッ
ド
」
を
核
と

し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
事
業
に
つ
い
て
発
表
す

る
。
そ
の
後
、
「
東
北
の
未

来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
―

ス
マ
コ
ミ
導
入
促
進
事
業
地

域
か
ら
見
え
て
き
た
期
待
と

課
題
―
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

討
論
、
続
い
て
２
０
１
５
年

度
に
向
け
た
東
北
経
済
産
業

局
の
施
策
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
会
場
は
会
議
棟
１
Ｆ
大

ホ
ー
ル
。
定
員
は
各
３
０
０

人
。
参
加
費
無
料
。

　
ま
た
防
災
産
業
展
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
、
植
物
工
場
の
両
ゾ

ー
ン
を
設
け
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

ゾ
ー
ン
に
は
情
報
収
集
を
行

う
地
上
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
や
橋

梁
視
認
点
検
の
た
め
の
球
殻

型
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
、
遠
隔

操
作
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
一
部
ロ
ボ
ッ
ト
の
実

演
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
植

物
工
場
ゾ
ー
ン
で
は
、
東
北

地
域
の
農
業
復
興
に
期
待
が

高
ま
る
「
植
物
工
場
・
ス
マ

ー
ト
ア
グ
リ
」
の
企
画
展
示

を
実
施
す
る
。
環
境
制
御
で

安
心
・
安
全
か
つ
高
付
加
価

値
の
農
業
を
実
現
す
る
製
品

・
技
術
が
披
露
さ
れ
る
。

日

時
半
か
ら
植
物
工
場
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
会
期
中
は
十

川
ゴ
ム
な
ど
出
展
企
業
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か

れ
る
。
会
場
は
展
示
ホ
ー
ル

内
。
定
員

人
。
参
加
費
無

料
。


